
レ

2017 年 4 月 1 日～ 2020 年 3 月 31

2016 )年度 2017 )年度

ｔ-CO2 ｔ-CO2
ｔ-CO2 ｔ-CO2

ｔ-CO2

(2019 年度) (2017 年度) 年度) 年度)
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％ ％ ％ ％

3.1 ％ 0.4 ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

（ ）

実績報告書

届出者 住所
大阪府貝塚市脇浜４丁目１６番１号

氏名
住友重機械ギヤボックス株式会社

代表取締役社長　荒木　達朗

日（3年間）

特定事業者の主たる業種 25はん用機械器具製造業

該当する特定事業者の要件

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第１号に該当する
者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第２号に該当する
者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第３号イ又はロに
該当する者

事業の概要 歯車・減速装置・増速装置等製造販売

◎　温室効果ガスの削減目標の達成状況

　(1)計画期間

　(3)温室効果ガスの削減目標の達成状況

  (2)前年度における温室効果ガス総排出量

区分 基準年度( 前年度(

温室効果ガス総排出量 2,561 2,566

温室効果ガス総排出量（平準化補正後） 2,857 2,848

植林、緑化、森の保全による二酸化炭素の吸収量 0

　　（温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値を複数設定した場合の設定方法）

区分
削減目標 第1年度 第2年度 第3年度

選択
削減率（排出量ベース）

削減率（原単位ベース）

削減率（平準化補正ベース）

吸収量による削減率

　　温室効果ガスの排出に係る原単位の設定内容（目標削減率(原単位ベース)を選択した場合のみ記入）

　　温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値

－

◎　事業活動に係る温室効果ガス排出及び人工排熱の抑制並びに電気の需要の平準化対策

　(1)温室効果ガスの削減状況についての見解(計画の最終年度に目標が達成できなかった場合、その理由)

・内製化取組みにより加工機の稼動は増えているが、水銀灯をLEDに置き換えるなど省エネ機器導入等によりエネル
ギー総使用量及びCO2排出量は横ばいに抑えた。
・今年度は工場空調機を省エネタイプへ更新を進めており、H31年度からの省エネ貢献を予定している。



(2)推進体制

環境Gが環境省エネ委員会を毎月開催し、環境情報を共有化しながら実行計画の浸透を図る
　●毎月のエネルギー使用実績値の報告と、省エネ実行計画の各職場への展開を図る
　●環境省エネパトロールをおこない（1回/2ヶ月）、計画が確実に実行されていることを確認する
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2016 )年度 2017 )年度

ｔ-CO2 ｔ-CO2
ｔ-CO2 ｔ-CO2
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％ ％ ％ ％

レ 3.1 ％ -0.4 ％ ％ ％

3.2 ％ -0.5 ％ ％ ％

％ ％ ％ ％

（ ）

実績報告書

届出者 住所
大阪市住之江区泉１-１-７１

氏名
住之江興業株式会社

取締役社長　猪﨑　光一

日（3年間）

特定事業者の主たる業種 80娯楽業

該当する特定事業者の要件

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第１号に該当する
者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第２号に該当する
者

大阪府温暖化の防止等に関する条例施行規則第３条第３号イ又はロに
該当する者

事業の概要
主に、ボートレース住之江（住之江競艇場　モーターボートの競走場）の建
物・設備を所有し、地方自治体（大阪府都市競艇企業団・箕面市）に賃貸を
行っている。

◎　温室効果ガスの削減目標の達成状況

　(1)計画期間

　(3)温室効果ガスの削減目標の達成状況

  (2)前年度における温室効果ガス総排出量

区分 基準年度( 前年度(

温室効果ガス総排出量 4,427 4,396

温室効果ガス総排出量（平準化補正後） 4,800 4,772

植林、緑化、森の保全による二酸化炭素の吸収量 0

　　（温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値を複数設定した場合の設定方法）

区分
削減目標 第1年度 第2年度 第3年度

選択
削減率（排出量ベース）

削減率（原単位ベース）

削減率（平準化補正ベース）

吸収量による削減率

　　温室効果ガスの排出に係る原単位の設定内容（目標削減率(原単位ベース)を選択した場合のみ記入）

　　温室効果ガス排出量と密接な関係を持つ値 空調面積×時間＋照明面積×時間

◎　事業活動に係る温室効果ガス排出及び人工排熱の抑制並びに電気の需要の平準化対策

　(1)温室効果ガスの削減状況についての見解(計画の最終年度に目標が達成できなかった場合、その理由)

①北スタンド棟の使用日数を９日間（43日→34日）削減したことにより、温室効果ガスと密接な関係を持つ値が
減少したため、削減率がマイナスになった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②
場内の蛍光灯及び水銀灯をＬＥＤ照明に取り替えて、消費電力を削減（101,335kw）した。



(2)推進体制

・競艇運営の管理権限者である施行者（大阪府都市競艇企業団、箕面市）及び実施団体（日本モーターボート競　　走
会）に対し、当施設が第二種エネルギー指定工場であることを通知し、今後の省エネへの理解と協力をもとめ、　４団
体による省エネを推進できる体制を平成２３年度からスタートさせ、省エネに関する情報を共有化し、更な　る省エネ
施策を検討・実施できるように、当社が主体となって推進している。

・ナイター照明用ガス発電機のピークカット運転（476時間/年）を実施し、昼間の購入電力を削減（380,800kw）し
た。


